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2015年4月22日 
株式会社日立システムズ 

仙台市 
公益財団法人仙台市市民文化事業団 

 
 

日立システムズ「希望の響き」シリーズ 

こどもの夢ひろば“ボレロ” ～つながる・集まる・羽ばたく～ を開催 
世界的なピアニストである小山実稚恵氏とのコラボレーションにより実現 

 
株式会社日立システムズ（代表取締役 取締役社長：髙橋 直也、本社：東京都品川区／以下、日立シス

テムズ) と、仙台市、公益財団法人仙台市市民文化事業団（以下、市民文化事業団）は、東北出身で世界

的にも著名なピアニストである小山実稚恵氏とのコラボレーションにより、2015年8月1日、2日に日立シス

テムズホール仙台（仙台市青葉区）において、子ども向けの体験型イベント「こどもの夢ひろば“ボレロ” ～

つながる・集まる・羽ばたく～」（以下、「こどもの夢ひろば“ボレロ”」）を開催します。 
本イベントは、日立システムズが文化面からの復興支援活動として取り組んでいる「希望の響き」シリーズ

の一つと位置づけ、開催いたします。 
 
日立システムズは、東日本大震災発生直後から、ITサービスを通じた復旧・復興支援やボランティア活

動等を通じた生活・環境面での支援に取り組んでいます。2013年7月には、仙台市が東日本大震災からの

復興に向けた自立的な財源確保施策の一環として実施した提案型ネーミングライツ（施設命名権）を取得し、

市民文化事業団が管理・運営する「仙台市青年文化センター」の愛称を「日立システムズホール仙台」としま

した。これにより、仙台市の施策を通じた地域復興に貢献するとともに、日立システムズホール仙台を活用し

たチャリティーコンサートやチャリティーフォトコンテストなどのイベントを「希望の響き」シリーズとして展開し、

文化面からの復興支援に取り組んでいます。 
 
ピアニストの小山実稚恵氏は、世界三大コンクールにおいて、日本人としてはただ一人2つのコンクール

で入賞した実績を持つ、世界的にも著名なピアニストです。震災後は「被災地にピアノの生の音を届けたい」

との思いで、継続して被災地域を訪問してきました。そのような中、子どもの頃にピアノと出会って音楽のす

ばらしさを実感し、困難に直面してもピアノのおかげで乗り越えることができたという経験を踏まえ、多くの子

どもたちに夢を持って一生懸命に取り組む“何か”に出会って欲しいと強く感じるようになりました。特に音楽

家として 30周年 という節目を迎える今年は、自身が生まれ育った地域であり、震災からの復興に向けて取

り組んでいる東北に恩返しがしたいと考えていました。 
 
一方、仙台市および市民文化事業団は復興計画の中で、復興を支え、未来を担う若者の育成をめざして

います。さまざまな施策の中、双方の活動を深く理解する仙台市が両者を引き合わせた結果、日立システム

ズと小山氏の思いが一致・融合し、このたび、子ども向けの体験型イベント「こどもの夢ひろば“ボレロ”」を開

催することが決定しました。 
 
「こどもの夢ひろば“ボレロ”」は、一つのことを極めた人たちが持つ“本物”の感覚を提供することによって、

子どもたち自らが、やりたいことを見つけ、困難を乗り越え、未来を生きる力をつけるための後押しをする 

テーマパークのような「ひろば」です。 



 
 

子どもたちは、小山氏や世界的な指揮者である大野和士氏、仙台フィルハーモニー管弦楽団との音楽会 
“ボレロ大集合”コンサート、日立システムズのエンジニアによるＩＴ体験教室、南極料理人として知られる西

村淳氏のお話や南極の氷体験、オーストリア政府公認マイスターの八木淳司氏によるクッキーづくりなどを

通して、多種多様な分野で活躍している人たちの本物の技やパフォーマンスを体験することができます。こ

うした体験から、子どもたちが心から一生懸命に取り組める何かに出会うきっかけを得ると同時に、同じ分野

に興味を持つ、他の多くの子どもたちと交流できるような「ひろば」の提供をめざします。 
 
また、本イベントに合わせて、指揮大野和士氏、仙台フィルハーモニー管弦楽団との共演による、小山実

稚恵30周年記念コンサートも開催されます。 
 
 “ボレロ大集合”コンサートでは、6月下旬に、ステージでコンサートに参加することを希望する子どもの

オーディションを予定しています。オーディションおよび各プログラムの詳細については、決定次第、随時

お知らせします。 
 
 ボレロは、一つのメロディーを次から次へと別の楽器に受け継がせながら演奏される曲です。最初は一

つの楽器から始まった演奏が次々と異なった楽器へ受け継がれ、最後は大編成でメロディーが奏でられま

す。「こどもの夢ひろば“ボレロ”」には、本物に触れることが子どもたちの想像力につながり、それが一つに

集まって新たな価値が生まれ、その結果、子どもたちが自由な発想で、未来に向かって強く大きく羽ばたい

ていって欲しいという願いが込められています。小山氏および仙台市、仙台市文化事業団、日立システム

ズは、本イベントを中長期的なイベントへと進化させていくために、チーム“ボレロ”の思いを持って連携し、

次第に多くの賛同者を得て、いずれは日本中に、そして世界中に広がる大きなイベントに育てていきたいと

考えています。 
 
■イベント概要 

項 目 内 容 

名 称 
日立システムズ「希望の響き」シリーズ 

 こどもの夢ひろば“ボレロ” ～つながる・集まる・羽ばたく～ 

開催日時 2015年8月1日（土）～2015年8月2日（日） 

会 場 
日立システムズホール仙台 

〒981-0904 仙台市青葉区旭ヶ丘3-27-5 （仙台市営地下鉄旭ヶ丘駅より徒歩3分） 

入場券 入場券販売開始：2015年5月下旬、入場料： 500円 （予定）  

体験型イベントの

内容(予定) 

・“ボレロ大集合”コンサート 

（ピアニスト小山実稚恵氏、指揮者大野和士氏、仙台フィルハーモニー管弦楽団との音楽会） 

・驚きと感動の IT教室～ロボットを動かすプログラミングを体験～ 

（日立システムズのエンジニアによるＩＴ体験教室） 

・知らない世界の話をしよう～南極料理人からのメッセージ～ 

（南極料理人として知られる西村淳氏による講演会） 

・オーストリア政府公認マイスター 八木淳司氏によるクッキーのひろば 

・サイエンスインストラクター阿部清人氏によるおもしろサイエンスショー            ほか 

 ＊その他、詳細が確定次第Webサイト上で随時ご紹介します。 

主催 
株式会社日立システムズ、仙台市、公益財団法人仙台市市民文化事業団、 

株式会社河北新報社、株式会社仙台放送、株式会社東日本放送 



 
 

■「こどもの夢ひろば“ボレロ”」のWebサイト 

http://bunka.city.sendai.jp/ 
 

■日立システムズ「希望の響き」シリーズの関連Webサイト 

・日立システムズ「希望の響き」シリーズサイト： http://www.hitachi-systems.com/company/hibiki/ 
・日立システムズ 復興支援への取り組み（動画）： https://www.youtube.com/watch?v=PrQLty3tzfs 
・仙台市青年文化センターの提案型ネーミングライツ優先交渉者に決定： 

 http://www.hitachi-systems.com/news/2013/20130416.html 
 

■日立システムズについて 

株式会社日立システムズは、幅広い業務システムの設計・構築サービス、強固なデータセンター基盤を

活用したアウトソーシングサービス、全国約300か所のサービス拠点とコンタクトセンターによるお客さまに

密着した高品質な運用・保守サービスを強みとする ITサービス企業です。日本の IT黎明期から先駆的に

取り組んできた ITサービスの実績・ノウハウを生かし、システムのコンサルティングから構築、導入、運用、

保守まで、ITのライフサイクル全領域をカバーするワンストップサービスを提供しています。そして、ITの枠

組みを超えてお客さまに新たな価値を創造し、お客さまからすべてを任せていただけるグローバルサービ

スカンパニーをめざしています。 
詳細は、http://www.hitachi-systems.com/ をご覧ください。 

 

■報道機関のお問い合わせ先 

株式会社日立システムズ CSR本部 コーポレート・コミュニケーション部 杉山、住川 
〒141-8672 東京都品川区大崎1-2-1  
TEL：03-5435-5002(直通)  E-mail ： press.we@ml.hitachi-systems.com 

 
仙台市市民局文化スポーツ部文化振興課 中山 
〒980-0802 仙台市青葉区二日町1-23 
TEL：022-214-6138(直通)  
 
公益財団法人仙台市市民文化事業団 事業課 庄司 
〒981-0904 仙台市青葉区旭ヶ丘3-27-5  
TEL：022-301-7405 (直通) 

 
以上 

＊記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標または登録商標です。 

http://bunka.city.sendai.jp/
http://www.hitachi-systems.com/company/hibiki/
https://www.youtube.com/watch?v=PrQLty3tzfs
http://www.hitachi-systems.com/news/2013/20130416.html
mailto:press.we@ml.hitachi-systems.com

